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はじめに

腫瘍組織のバイオプシーは，良悪性の組織学的診断のみ
ならず，HER2などの治療標的分子の発現量や，KRASな
どのドライバー遺伝子変異の情報を入手し，治療計画を樹
立するために必須の検査となっている．しかし，バイオプ
シー自体の侵襲性の高さ故に頻回に実施するのは困難であ
り，また転移巣の部位によってはバイオプシー困難な状況
も存在する．治療後再発例では遺伝子変異のパターンが変
化するなど，初発時のバイオプシーの結果が治療判断の材
料にならないこともある．
これらの課題を克服する新技術として，血液などの体液

中に含まれる情報から，腫瘍組織の情報を得ようとする試
みをリキッドバイオプシーと総称している．ここでは血液
診断に焦点を絞って概説するが，同様の技術は唾液，尿，
胸・腹水，脳脊髄液などさまざまな体液に応用可能である．
従来の組織バイオプシーが不均質な腫瘍組織の一部分しか
サンプリングできないのに比べて，リキッドバイオプシー
は腫瘍全体を反映している点でより多くの情報を取得でき
るとも考えられている1）．
血中で検出可能な標的は主に細胞外DNA， マイクロ
RNA（microRNA；miRNA），血中循環腫瘍細胞
（circulating tumor cell；CTC），exosome（エクソソー
ム）などがあげられる．その一部はすでに欧米で実臨床で

Ⅱ.  各論

5．癌のリキッドバイオプシーに
よるプレシジョンメディシン

リキッドバイオプシーとは，血液などの体液の採取によって
癌組織採取（バイオプシー）に匹敵する，あるいはそれを上回る
情報を入手しうるものと期待される新技術である．その解析標
的には，細胞外DNA，miRNA，血中循環腫瘍細胞，エクソソー
ムなどがあげられる．治療方針の最適化や治療後のモニタリン
グには細胞外DNAや血中循環腫瘍細胞の有用性がよく報告さ
れている．一方，癌の早期診断の領域ではマイクロRNAやエ
クソソームの有用性が期待される．いずれの標的も検出方法や
評価方法が十分には成熟しておらず，今後ますます学問的理解
が深まるとともに，早い段階での実用化に向けて技術開発が進
められている．
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